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論 文 審 査 要 旨 
 学位申請論文である「Histopathological analysis of the differential diagnosis of 













保存されている標本および横浜クリニック検査科で保存している POF 20症例と FE 20
症例の合計 40症例のパラフィンブロックを用いた。本研究は神奈川歯科大学研究倫理審査














本研究より、POF と FE を明確に鑑別することができるようになり、真の腫瘍と反応性
病変を明確に区別でき、的確な診断による的確な治療を行うことができるようになるもの
と考えられ、本審査委員会は申請者が博士（歯学）の学位に十分値するものと認めた。 
 
